
輔置で作品交換会al棄配

11月 6日(火)朝 霞第 tj小学校体育館にマレ
ーシアベナン州教育局が引率してきた13名の小

学生が全校生徒の前に泣び、朝霞市役所職員が

進行するアナウンスに誘われて入場する、

教育委員会遵毘̀ 茂 教育長・ベナ

ン州副教育局長トアン。̂ジ ・

イブラヒムは、l14~国の児童が

会場いっばいに響かせたマレ
一ゾング『ラ`ナナヤン』に迎えられ

た1,キS塩1いに50()点の作品を準備ヒ′てい

たので、児童の代表た,,の子から千/ヽヽ大事に作

品を波し、交換会を実現した。20年間マレーシア

各地で交換会をしてきたが、朝霞で,~るのは初め

てということで、場の設営なども手探り状態だった()

朝霞市内外の校長先生や交流関係の機関の

方々もご参加されたところで小学生同士が変換し

たということは、うれしく感無量だつた。『地域児童

情操教育支援事業』について朝霞市と協定書を

交わし協働で推進した事業ぷ財)自治体国際化協

会から朝霞市へ助成金として歳入された()

出会いおB亀地確子ビュー

「小さな集い」月例会ボランティア、フルート演奏の
西内氏、ギター演奏で武田氏が意気投合され地域
デビューを希望された。タイミング良くマンドリン奏
者鈴木さんがお仲間に入つた。音楽を地域にお届
けしようと練習をスタート。12月 26日 公開レッスン
をサテライドG開夕台。した。3月 22日 にデビュー予
亀 儲 細後過
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ミエテイ叶―Eス
ニカ所目も着実に成果を発揮
・……サテライトサ回ン……―

男性高齢者が介護予防の観点で居心地ヴ)良

いプログラムを創ろうということ
'G、スタートしたサ

チライト
｀
ナロンは、ゆっくりながら成果をillし、通つ

て見える高齢者の希望で新しいプログラムも増え
てきた。
初めてのノミツコンレッ

‐/Nン

初めての英会話レンスン2②年目の農師

幾 じ鯛
ミシン縫い練習
中国韻 ミ準話)レ ッスン

ハ
°
ソコン復習 H

(福)さわらび会保育園児との資流
絵本読み開かせを体験して漸次祥

遊び()…との求めに応じて準備中。ミニデイサ
ービス本町会場の高齢者()、/1端報を本

年生と遊ん



同側会が隠怠 韓泰会隆ポランティア
第二木曜 日、スタッフも高齢者の参加者も早

朝から稼動する。 スタンフの高齢化 が進 む

中で、お若い ?65歳 の女性が 運転する小型

バンが誰よりも早くスタートする。

楽器運搬のために奮闘して くだ さる。

同じ頃、療育音楽インストラクターが電車で

朝霞へ向かうために家を出る。

9時 ～9時 30分 には設営や会計を担当され

る高齢者も集ってくる。

発端が認知症の方々のソフレッシュの場家族

の癒しの場・学習と介護環境を良くする運動の

ためにと発足した。やがて歌うことを取り入れた

ことが発展して、療育音楽のプロのインストラク

ターを迎え、認知症・心身障害の方・老若男女

が仲間作りを目指していくようになった。昨年認

知症の方が介護保険のサービス利用に移行さ

れデイサービスを利用されるようになつたため

参加人数が減じたが、今年は在籍数は増えだ

している。しかし最高齢が94歳 ということもあり

出席率が落ちている。

ここを原点にミニデイサービスヘ通所される。

曜 日によつて気のおけない方同士が定着し会

話も弾み、指先も動く。ここでの作品は、ほとん

どが国際協力時マレーシアの児童や公共施設
へ寄贈される。

朝霞第六/1ぶ
岳察携客びのかい』

講師 (達人となつて)を引き受け、82歳 の方も

童心に返つて汗を流し、いつしょに笑つて楽し

い時間を共有してきた。

男性高齢者は毎年恒例となった、同じ町内
の老人クラブ=富 士見クラブに依頼して5名の

応援者を派遣していただいた。

(後日届いたお礼文集に達人たちは大喜び !)

昨年来 、発表の機会が増 え 、夏か ら

秋は大忙 し !老若男女が壇上で 、会場
へ大きなメッセージを送つている。
“
心身に障害があっても高齢 になつて

もみんな仲間 !"恒 例 となつた朝霞混

声合唱団 ・朝霞市合唱連盟の歌の応援

に感謝致 します 。

8月 26日

11月 17日
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第 二 木 曜 日 '第四 土 曜 日 新 しい参 加 者 歓 迎 です  年 齢を問わず楽じめます
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長寿はつ らつ課 ・包播支

援センター ・朝霞市発行冊

子 ・小 さな集い情報紙など

で 、本町会場はじめ月例会

も含めての問合せが増えた

。介護保険のサービス利用

のみでは 、あるいは要支援

でのサービスだけでは 、ご

自身やご家族が納得い く生

活が出来ていないことで 、

多 くの方が情報を探 し、参

加の場を探 されてらっしゃ

る方が増えてきている。

日本で開発 された音楽療

法で 、演奏 して歌つて一見

単純な動 きではあるが 、例

会で楽 しんだ後はス トレッ

チも兼ねているのですっき

り !認知症の方もご一緒に

お仲間で 、見学 ・体験 され

たご家族の安培の実顔が印

象的だった。 12月 例会は

ミニ音楽会後 、一年間お世

話になつたボランティアの

方々へ 、86歳 の会員 さん

手編みの干支ねずみ とマレ
ーシアのお視い事の引き出

物を贈 り (ゆで卵付 )御

札をした 。

5月 1日 から8ヶ 月で 、

この館の ドアが開いてた 日

は 244日 ヤこもなる。

ミニデイサービスでカウン

トできるのは ,要 項にある

専門職がいる日とされてい

るが 、関係なく居場所 とし

て毎 日または週何回も通つ

て くる方が増えている。

お仲間を求め 、手づ くりを

教え教わ り ・・先輩たちの

会話は実にバラエティに富

んでいる。 株 ・郵貯 ・料

理 ・不動産の贈与や動産の

贈与など忌博のない話がそ

れぞれの生き方の とン トに

なる。水曜 日は通所者がヘ

ルパー さん と一緒に昼食を

作つて くださる。みんなで

美味 しく戴 く。

さらに新聞や誌紙の取材

NGOイ ンターンシップの

高校生 ・福社の実習 ・論文

を書 くための調査などと多

くの方が訪ねて見える。こ

の機会を活用 し一緒にお話

をして頂 く。ミニデイの方

が主役で 、泰囲気を作つて

いることを伝えて頂 く。

大学院生が作成 したテキ

ス トを修了された方々が 、

次のステップに楽 しみを見

出す ことが課題になつてい

る。講師主導でな く、パ ソ

コンの面白みを如何に動機

付けしてミニデイならでは

の楽 しい時間を提供するか

工夫 しなければ とい う時期

である。木曜 日復習 タイム

は和やかに 、進んでいる

(講 師不足で困つている )

英会議 レジスン

優 しい講師のおかげで途

中止めた方もな く続 き、学

習後のおしゃべ りも楽 しく

なつて 、本来の ミエデイサ
ービスの趣 旨の実現にもひ

と役果たしている。

電動 ミシンの使い方を 、

元プロの手芸店主が懇切丁

寧に教え、ミニデイ参加者

が翌週には 「夫の洋服の寸

法直しをしました 」と、早

速実用に供していた。

絵本読み闘かせ

お じいちゃんが保育園で !

紹介 ・問合せ
見学 ・体験増加

ミニデイサービス

本 町  会  場
サテライ トサ ロン

朝霞市役所前

パ ソコン レ ッスン

ミニデイサービス本町会場は毎週火曜 日「囲碁サロン彩霞」にお世話におります。
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野のタ 肝
外導省 博馬修交50周 年記念 ブレンドラッ

15年振リ ペナン用小学生朝霞市を訪闘
ペナン州 i地域児童構操教育支援事 業

轍霞市との畿験事業

ブイヤピー事業認定 事業

誓Ω露
写
岳窮産昌盗邑経憲先生 察i

平成19年度自治体国際協力促進事業(モデル事業)として、昨年朝

題市が、(貯):1治俸国嫌化脇会へ N80で あるメイあさかセンターを

連機団体として指定して申請した事業が、査定で合揺し交付された駒

成金を当法人が受けて、事業を遂行に必要金額を よ1乗せして実施し

た事業である。

1992年 メイ( lヽAY)文 庫と称していた当時の会員,市民の爵意で薔

えた基金に埼玉県文化額興基金(当時の呼称)の請う交イ寸を受けて、
式ナン州から18‐名の小学生を親聡した。朝韻市教育委員会摘導諜に

よるコーディホ′f卜で合小学校を訪間交流した。

1935年 同じように基金を作り、市民の善意と国際交流基金の総助

釜を利用して 19名の朝霞市立小学校6年 生をベナン州へ引率した。

交流と貴重な体験を豊富にと/てきた。以来、教嫌招韓や成人スタディ

ツアーを実施し、人物交流を続けたが、小学生の受け入れや派遣に

は及ばなかつたりこの度実現したことに全ての関係の方々へ感謝でい

つぱいである。(事業内容 下記をご参照ください。)

訪間田滞在 日程。そJl事

「ヨ(曜) た
――

卜
用 昼食 午後 全   I  Iユ 夜 泊

3日 士 競 チ ケ 打鱗 。華道・茶道体験他 艦
一　

ホ
ー
ム
る
ア
ィ

4岳1爵 鞭 般 轄 ◎ き楽とダンス交流会

も,lダ1 東京ディズニーランド・千当(留挙筒ま8朗爾曲 す鶏働 !夕
/

6口火 鞭 レj弾

豹 貯相互研修輸

鮫 黎 0回交

膝

児改プラネタ
リウムと工作
教師研修会

/

/

711水 朝換第工小学校
授業参加相互研
修交流

給食 授業・クラブ活

動参加

柿t)ぎ /

/
8日本 印跡麟群新瑚務験 1弁当 |)|1越散策 鰭

9田金 成田発 (シンガポール/経由ベナン着

◎ 印ヤま前日からマレーシアのう1率者と朝霞料理クラブ。当法人理事が下

準備していたマレーシア料理と日本の料理を80食準備交流しながら供す。

この事業を通じて、朝霞市内 、々こ『絵を通じての支好』の理解者・支援者が多くなっていることを、昨年
のラL7ン中学生を受け入れたとき以 上に感じた。学校を通じて供される絵画作品等に、日本とマレーシ
アで共通の「国際友好賞状J主各地の共催責任者のサイン入り=を お渡しヒィてきた。この賞状を手にされ
た児童とご家族が、このプログラムに主体的にかかわりだしている。児童たちも英語教育の実践として
堂々と交流をし、楽しんでいる。受け入れてくださった両学校と時間差で受け入れられなかった学校で)
感謝である。20年間、基本になる絵画作品等をご提供し続けてくださってるからこそ、NGOが 再指す田
鎌理解教育。目擦協力が成立する。朝霞市との議働で行つた事業で初めて交換会が朝霞で成立したこ
とは記念となった。この交換会に至るまでの細まい作業を辞さないので、隔年になることを析念したい。

鋼霞第五・七電ヽ学校で授業
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クアラルンプール会場

ミニデイサー

べ 才  》
卜

′一　　一

ジョージ争ウン

プライ
―く'レー うIF四期t立50月 fri記念 争i業が旧内で

多く準備 されていたⅢ!くナン州 ガ′くナーのご臨
結を欄]いむブ)開会式にするたい に、やつと調整
が',いた ,1権が格一

会場 二/くナンサヽ1食堂が7
11 23 Fl～28コ までとなつた,

第=1会場州立障1き館はお培1ドt力ヽお 障実施(|
対政府ブ)要望があり『チ←)―ン学生芸術祭』と|

て吉案や演劇と合間の準備となつた。従来のス
タイルを変え_ることなく対応じ

~〔
良いことになり、

純■ヽて大きなホー′しご槻r斉式を羊行した。受賞
持tよ伸1年より繁張t.ても`た()」→/べさんか|ン`うすす

譜ばいながらLNE体鑑賞か離しくなったの G、巡
単iする方法を検討する時期かと思う中
図書館 会場は、い 1)t)なが,少孝くカカ々が,こ1

て、ゆっくり何度t)いドュっしゃな税 )いるi
ズすあさかセンター功ちのスタディツァ

メ_ギ)岳1柱
が決定した際には麻す卜・箱ぷ1氏の 予定がつかず
ノf〔参加となった。ィレ人数で実行。今回、主催者と
と′て、スタディツアーの意味合いを出発白1に確実
tご1持霊しり〕れなか/〕たことを反省|

手ゑ鯨路
半島r、、上1陸した腔 タイから南下してきた隊が合流し

た八ラサ11のほとリクアラカンサ耐陣輔翻亀 日本言酪レッ
チニ!ん浴衣を着て・サrり紙教室。・・国際交流装勧 らヽ

察示毎ヤ11を借用。弾9だくさんに職員の努力を抽生

コタキナバル

シティライブラリー
(__   r《 輔  lo月 10日～

200重 年 にスター トしてこの会場 が21回 目の会

場 となつた。州 立図 書館 と協働3連 卜J多くの人場

露.埼 :1こ大学に留学 中のサバ州 出身エルビカさ

マレーシア独立50周年。日本との修資50年の記念
・'べき年に、両国の未来ある少年小女たちの交流活動
がが実現できました。世界との交流を実感できるのは身
近本体験か')です。今回の小学生のも、れあいがそれぞ
京し記憶に残り、将来のltl陳交流につながるこることを期
待しています。世界″)共通語である絵画を通じておこ
いダ)文化を知ことは、身近な国際理解教育の第 ‐歩と

んに帰省渡航費の半分を負担することで期間中
の通訳をお願いと夕た。搬 入。搬出まで 「伝って
預いた。実行委員会は途中長で州教育月精導
|:率が関わったが最後までは難しかつたす,今後
サバの課題である(〉来年度、図書館職員は ,SI本
ンヽ、の研修機会を切翠しているく,

督0円 密露B(1=ピ 響 レ鎖ギ 蹴 麟 ≫ゴくi工)

ダン(rスラツヘ暦断食期間)カヤ占よる前にと急速、1
2汁1に実施したい旨f辛【ノ裁|〔きた。「準備 万輔ゴ

ンバ教育事務rチFがするうで出席だけでいいで
―
工 'そ領している十l rT】あ眼示しよ

｀
す中!よ声i〕オ1

た。10卜t=ユタキナバルの開会式を終 r{ご 最終
便にてクアラルンす―ルヽ八十ナ>へ 士移動,)賞
状 や賞品コ■―■

!ュ
などザ)準備をt′tよよ」!浮軒l

rく`リンを出発し指定の8時 に事務所′、Ⅲ若任げ)
シすfノ/・Fo'演 に頑i会後会場へし会場殺とイrっ
た小学校へ管内児童生徒が20()名ヨンテストで
集った。圏際交流基金 下lli雅也所長も事務所
長t,合流し表彰式を終 r.ゴ ンバ方式が,ど着し、
美術教育推進に オ

役果Fとに,ている。

3里 笛 F―翌聖T型王笠生♪

8年振りに復活された撰覧会は、感嘆 1独 立
5()周年 記念 事業 r♪しく、教 育局 ・[ヨ際 生流 t塁
金 。メイあさかセンター 共催.団 体数が多く、1,0
()()名を超女る人場 告を得た.A、形作成 4似顔絞
描き,教朗fの絵建「作品展ホ・折り紙数室と盛り沢
出1.指導 i事 が搬 人から搬 出まで張りf寸いたこ

とに感謝。マレーシアの20年 間で始めてび)事。

展覧会終 了後、作辞】はマジッカ州博物館へ移動

さオし
マ
Cl月 2日 ま

す
G展 ガ〔さオR′

ヤ
て↓`るfi

(在クアラルンプール 踏本人4名 が応援 蛍番。東

海岸かえ)戸加 聖さんt)出張に/てくださった。)

対面会では「l会をと、写生大会と交流会では、特に
はり絵作りが印象に残りました。llll田の児童達で共同

作業をするのは良い体験になったでtンょう。親霞第七小
学校でび)絵画交換会では開会″)辞を述べ、20年同に
して初めて日本で行なわれたと強調しよした,子まt!t二相
応t才い良い式典でした.今回は☆子と名法人とy)初の協
働で1レたが、適した役静|,〉れヴ)配分や意思げ)妹鵡lk今
後4)お互いに研究課題となるでしrう。理事 近藤巧器

ペナン

熙

槽

ン
輔

やヽえます。 理事 草柳秀夫
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メイあさかセンターは認定 NPO法 人更新手続き準備中佑効期間6月30日)

認定NPO法 人数

2008年 1月 1日現

在、国税庁認定の有

効 期 間 内 の 認 定

NPO法 人は全国で

75法人である。

昨年(2006年)5月30日に認定された当法人

は、現在2005年 と2006年 の帳簿などを元に、

更新手続きをする準備をしている。
2006年 度は、おかげさまで寄付金・カンパ金

は、1,686,572円だつた。 個 人的に高額は2

名300,000円 の方と240,000円 の方がおり、

更新時にも大きな要因となる。確定申告時に控

除の対象になることを確認されて、2007年度も

納得して寄付をしてくださつている。本年度5月

から12月までで個人寄付は649,549円 、法人

よりは2,590,000円 となっている。
2007年 度は活動の内容を出来るだけ理解し

ていただくことを試み、小額寄付を奨励し、会員

から友人知人へ宣伝をお願いしたが、会員止ま

りとなり、負担をおかけした結果となつた。

(郵便振替の赤伝票を準備1,000円 。500円)
の2本立てで準備をしたが、反響を確認して、こ

のたびは、金額を印刷しない赤の振り替え用紙

を準備することとなつた。
ニュースを会員には2部ずつお送りした。おつ

いでの際に、友人知人にも宣伝していただい

て、当法人の活動をご支援ください。

リサイクル品セールで多くの方に活動紹介

お借りしている、ミニデイサービス本町会場

向かいのガレージで、市民の方々からご提供
いただくリサイクル品を販売している。基本は

無人で、カンパ箱を置いているが、時折、こ

の場に出向くといろいろなおしゃべりから、

メイあさかセンターの活動を理解して、購入し

て、『がんばつてね !』のエールを頂く。

定NPO法 人への寄付金額(古1)から5千円(米2)を差し引い

た額が所得金額から控除されます。つまり、この分には所得

税が課税されません。

控除されませス′

一般の寄付金に係

骨

損金算入

掻賃禄寄付をする場合

認定NPO法 人等に対する寄付金に係

る捜金算入限度額

あなた様のご寄付やカンパは下記の

活動に供されます。

館を通じてのな好・・年間330万円
日本とマレーシアとの間で児童画(学校教

育で描かれた作品)を交換して、お互いの国

で、子どもの目線で文化紹介となり国際理解

教育につながり、さらに発展して一般公開展

覧会をマレーシア各地で展開し、朝霞でも学

校で展示後、いろいろな機会を利用して一般

公開展覧会を実施。両国で美術教育を通じ

ての情操教育を支援している。

いせじ轟い(高齢者支援事業)年間470万 円

療育音楽月例会・療育音楽を楽しむ会

ミニデイサービス・本町会場・サテライトサロン

発表会…年間数回 朝重市合唱連盟の応援で

物品寄贈・NPO活 動の理解者を増やして

多くの方々から物品のご提供があり、今、置

き場所に困り、少し待つていただいている。

サテライトサロンでも販売を始めることにした。売

り上げもさることながら、ミニデイサービスの理解

者を増し、通所される方・ボランティア・有資格

者を増やす契機になることを願つている。

t買5背蜜ンヽ荘訴誕ンD No力ヽ之紀要【予す毛

個人が寄付する埼合

所得税(国櫛 の算定において、

課法 11-132

平成18特 月29日

ン苺

会員随時受け付けております。 ご 寄付で応援される方もご一報くださいませ。お伺いいたします。



-7-

第 3四 半 期 ま で の 実 績 ・… … 2007年 5月 ～ 12月

事務所開設 2 4 4日

延 2,036名入場

サテライトサロン 157日 延 1 ,224名入場

嶺を通じこの点好
○マレーシアと日本で第 40回 と41回

〒
き
T率要晏茎表押繁塾話教室
★ 学習会

訳
際

翻
国

い
影

月
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撮
け

１
　
に
真
届

会

１

”
供
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お

覧

”
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ヘ
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２
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１
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口Ｔ
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・
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各
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・
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の
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各
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回
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１
か

一
作

交

シ
４
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校
力
状

換

一
第
第
学
ム
賞

交

レ

　

各

一
好

マ
　
　
　
ネ
友

①

サロン空き時間活用事業
7時 30分 ～

28 田延 83名 参力口
8時 30分 ～

25回 延  92名 参加

対外 ・ネィトワーク間ほ
5月 (特活 )日 本 NPOセ ンター総会

(社 )朝 霞吉年会議所 35周 年式典

福祉のまちづ くり学会実行委員会
(福 )さ わらび保育園竣工式

ふじみの市児童センター (絵 )参 入

●月 (特活 )埼 玉 NPOセ ンター総会
シポジウム 「地域社会の活性化 と

助成団体の役割 」シンポジスト

(福 )グ リーンビレッジ見学
「ぐりんぼ―朝霞台 」で懇談会

中公総会 ・サマーフェス実行委員

7目  (財 )自 治体国際化協会発表会参
加 (朝霞市職員 )

(財 )東 京 ミュージックボランテ

ィア協会 30周 年記念事業で表彰
埼玉国際ジュニアサノカー大会

協定書押印 (朝霞市ほか )」
中公 ・サマーフェス実行委員会

|マレーシアチーム受け入れ     |
1      交 流会 ・ホームステ ィ |

ど肩
~草

公す亨=ブ =ズ デイバ/1/参加
~タ

モーニングパーク職員見学に
埼玉県高校生 NGOチ ャレンジ生
受入 ・自治体職員 NPO研 修受入
バークリー音楽大学生研修受入
・小学校教師ボランティア体験
社会福祉協議会ボランティア体験

9月  朝 霞市合唱祭実行委員会
朝霞市福祉課紹介実修生受入れ
板橋区立熱帯環境植物園へペナン
州作品貸出
第二小学校運動会ヘ

,0月  合 唱祭実行委員会
日本女子大学学生論文作成のイン
タビュー=NPOリ ーダーについて

'1目  第 2回 はあとぴあふれあいまつ り
実行委員会 ・23日 当日参加

朝霞市青少年育成市民会議情宣活
動 ・・朝霞駅前

12月  埼 玉国際ジュニアサッカー大会
担当課職員来訪

朝霞第六小学校むかしあそび授業
富士見クラブ高齢者 と共に

☆ サテライ ト
英会話教室

ギター教室

★ ミニデイ開設 (5月 ～ 12月

本町 '・ ・・・・・・92回
サテライ トサ ロン ・128回

★ 月例会8回 延 135名参加
発表会4回 延  盟 参加
療育音楽を楽しむ会 7回 延 眼拓 参郷

マし―シアヘ (能 を通じての点好 )
スタデ ィツアー (5名 参加 )

展覧会 ・交換会のために 。・2回

画集編集のために ・・・・・2回
ペナン児童招聘打合せ 。・・2回

授衆 ・鶴演 ・パネラーとしτ (付 寝理事 )

小学校授業 ・・総合的な学習の時間

朝霞第
一小学校 ・朝霞第二小学校

大学 ・・・・・

名古屋短期大学現代教養学科講演

聖学院大学政治経済学部 コミュニ

ティ政策学科講義

城西大学経済学部国際ボランティ
ア教科講義

東洋大学朝霞キャンパス ・地域福

祉論 (NPO実 践編 )

行疎毒員ぼalとして出席 (付寝理事)回
埼玉県社会福祉協議会理事   (1
朝霞第三中学校学校評議員   (3
埼玉県文化ともしび賞審査委員 (2
朝霞市地域福祉計画進行管理委員 (4
埼玉県社会福祉協議会福祉懇談会 (1

名

名

３

６

７

６

２

３

＞

延

延

募集……書き損じはがき・切手(未使用・使用済み)
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こ れ  お1 ら ・・・コ同～4月 自食事業 ・協働事業

Hot!ハ ー ト料理教室
2月 7日 (木曜日)

中央公民館

ミエデイサー ビスサチラ

イ トサ ロンに通 っていらつ

しやる Iさ ん (中 国籍 )が

周囲の要望で教えて くだ さ

ることになった。 「通所を

相 塩1が先生に 」の成功例で

ある。それぞれの特技や 、

職 業暦を アルに格か して 、

今後 ()新にブいブ
)r■

グラユ、を

開発してい くことに良い励

み とな つた。

域
業
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・
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・

市
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の

ど
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央

加

師
員

霞
未

日

で

な

に

増

中

参

講
定

朝
歳

　

篭

頭

食

を

2年 用に入つた教七 に 、
最近は 、珍 しい方の参加lギ〉
地られ 、お話が弾み ま→ ぃ

朝霞駅前 (コ ンビエ くll

ll‐ア近 く )喫 茶えば
'/っ

くの
マ スターが先生 。コー ヒー

立の産地か ら最近情 報 も学
び 、ゆ つ くりとまろやかな
コー ヒーの入れ方講習 をす
る()参加者 に豆を特価 で譲
り、喫 茶店で ヨー ヒー を ヽ

割号|で
一杯 頂 くチケ ッ トを

出 してい る。当法 人のホー‐

ムペー ジを更新 tンてくだ さ
る喫茶店マ スターであ る 。

馬 。

蘇 婦

財 団法人 石橋財 団様 か ,,
の 2年 越 しの行付助 成 金 を
ド付 され て取 り組 ん で きた
事業で 、い よい よ編集 の大
詰 め に来 てい る 。発 刊巻頭
言を駐 ロマ レー シア大使 館
H.E.DATO'MOHD R ADZI
期 DUL RAHMAN大 使 よ り
頂戴 してい る。

これ まで の 1万 余 点数 の
交換 作 品か ら 600点 を選
りす ぐ り 、 「児童画 に見 る
マ レ ーシアの発展 |と 題 し
た画集 を 3月 末 日まで に 発
行 予定で あ る。 20年 間 の
資料 を編集 ・挿 入す るため
に時間 を要 してい る 。マ レ
ー シアの 方々に も手 に して
いただ くので 2カ 国語 (日
本語 ・英語 )で 編集す る関
係 で校 正 をマ レー シアでお
世話 にな ってい る。

一月
早々編集 作 業で代 表が 渡
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～朝霞から世界へ 世界から朝霞へ 生涯学習でいきいきと～
12月末現在会員数`
個人 109名

初め ての中国語 レッスン

第
一 =三 金曜 日

サ 予 ライ トサ ロン

第 四金曜 日

サテ ライ トサ ロン
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多文化共生入門セミナー

2008年 10月  4日

思亀晶隷欝縁輪 杭諸野

Friendly Relationship Through Pictures

マレーシア情操教育支援活動20年
多文化共生活動

嶺を通じての点解

現在の活動について
地 迭込二五≧&埜二乙生ュQ塾疫復ンと活動
1,目 的

児童から高齢者まで、年齢や立場を超えて連携し、生涯学習社会・高
齢社会・国際化社会・情報化社会について学習と活動を基に、調査・研究
を推進しよりよい生活が出来る地域づくりに寄与することを目指します。

2,事 業の種類

① 高齢者・障害者の支援に係る事業
② 児童の教育環境を良くするためにグローバルな視点からの事業
③ 情報発信事業
④ 生活改善に関する事業
⑤ 介護保険に関する事業

3.活 動の主たるプログラム

① 絵を通じての友好…マレーシアと朝霞を中心に埼玉県下の小中学品 参加
(マレーシアと日本での交流=教育支援) マ レーシア6箇所拠点

② ガヽさな集い…・音楽療法月例会
介護予防三高齢者生きがい支援通所事業(2箇所運営)

ミニデイサービス本町会場・サテライトサロン
療育音楽を楽しむ会笙知的障害者と共に
発表会参加

③ 教育里親運動へ参加

団 体 の 立 ち上 げ方 … 。20年 間のプロセス

個人から

任意団体

法人化

地域は待つています

世代間交流 ② 共生 ③キャリア・特技を必要と1ソています

添うてみて・聞いてみて・試行して・提言・学習

振り返ったら道がついていた 1

認定NPO法 人メイあさかセンター

代表理事 尾 池 富美子

2 0 0 8年 は療育音楽

を集しむ会が中心で

音楽で遊ぼう会実施
2.

3,

①

④

⑤
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